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Research Summary 

• Onsager-Kirkwood-Fröhlich 理論に基づき疎水性表面近傍での水の誘電率低下を明らかにし、

アンブレラサンプリングを用いた平均力ポテンシャル計算によって疎水性表面近傍で静電

相互作用が増強されることを明らかにした。 

• ミオシン、アクチン、ATP 合成酵素、電子伝達タンパク質（還元酵素）における電荷のイ

ンプットに対する誘電応答（誘電アロステリー）の解析を進めた。 

  


